
伝統工法伝統工法伝統工法伝統工法 施工施工施工施工

伝統工法は改修が行われ

ていなければ筋違無し、

に該当するはずです。

Ｎ値計算は柱金物は

接合部（Ⅰ）に該当

壁補強は南面に新設壁を2、

3箇所、新設壁が必要。

偏心率を使用し壁補強箇所
を計算します。

基礎基礎基礎基礎ⅢⅢⅢⅢ→基礎基礎基礎基礎ⅡⅡⅡⅡに補強に補強に補強に補強
基礎補強を安価に施工する

ことが最も重要。

独立独立独立独立基礎の基礎の基礎の基礎の足固め足固め足固め足固めをををを設置。設置。設置。設置。

予算があれば予算があれば予算があれば予算があればベタ基礎ベタ基礎ベタ基礎ベタ基礎

にににによるよるよるよる基礎補強基礎補強基礎補強基礎補強

曳家曳家曳家曳家でででで基礎基礎基礎基礎ⅢⅢⅢⅢ→基礎基礎基礎基礎ⅠⅠⅠⅠ。。。。

土台の取り換えの施工

が追加します。

①①①①独立柱の玉石基礎独立柱の玉石基礎独立柱の玉石基礎独立柱の玉石基礎 補強補強補強補強（（（（根巻足固め根巻足固め根巻足固め根巻足固め））））

• 玉石に乗っている独立基礎のコンクリート根巻をする玉石に乗っている独立基礎のコンクリート根巻をする玉石に乗っている独立基礎のコンクリート根巻をする玉石に乗っている独立基礎のコンクリート根巻をする。

• ホールダウンホールダウンホールダウンホールダウン金物金物金物金物を入れ独立柱を固定させる。を入れ独立柱を固定させる。を入れ独立柱を固定させる。を入れ独立柱を固定させる。

伝統伝統伝統伝統工法改修事例工法改修事例工法改修事例工法改修事例

②②②②独立柱に土台を新設し床梁と２重にする独立柱に土台を新設し床梁と２重にする独立柱に土台を新設し床梁と２重にする独立柱に土台を新設し床梁と２重にする。。。。
（寺・神社の足回りのマネです）

• 土台土台土台土台を設置するための独立布基礎を新設を設置するための独立布基礎を新設を設置するための独立布基礎を新設を設置するための独立布基礎を新設。。。。

• アンカーボルト金物アンカーボルト金物アンカーボルト金物アンカーボルト金物を設置を設置を設置を設置。。。。

• 独立基礎との独立基礎との独立基礎との独立基礎との高さ調整は独立柱に添え木を入れ調整高さ調整は独立柱に添え木を入れ調整高さ調整は独立柱に添え木を入れ調整高さ調整は独立柱に添え木を入れ調整。。。。

• ３尺ごとに土台と床梁に束を立て金物補強３尺ごとに土台と床梁に束を立て金物補強３尺ごとに土台と床梁に束を立て金物補強３尺ごとに土台と床梁に束を立て金物補強。。。。

• 土台土台土台土台と床と床と床と床梁との間にトラスを組み込めばさらに安定すると思います梁との間にトラスを組み込めばさらに安定すると思います梁との間にトラスを組み込めばさらに安定すると思います梁との間にトラスを組み込めばさらに安定すると思います。。。。

礎石礎石礎石礎石にににについてついてついてついて参考参考参考参考資料資料資料資料

建築物の基礎に据えられる、建物の重量を地面に伝える石材で柱や土台を直接地面に触れて腐食劣化

するのを防ぐ。飛鳥時代に仏教建築とともに移入された技術とされる、

礎石を用いる事で建物の耐用年数は飛躍的に延びるが掘立柱建物と異なり柱が自立しないため、

礎石建てでは軸組構造や施工技術の発達が不可欠である。奈良時代には礎石は法隆寺金堂など寺院建築

や平城京の官衛建物に用いられた。平安時代には神殿造などの住宅建築や地方城柵建物にも礎石建てが

行われるようになった。鎌倉時代の鎌倉では上級武士住宅に用いられた総柱建物や箱木千年家など室町時代
の士豪住宅で礎石が使われたが民家などの庶民住宅が礎石建てに転換したのは江戸時代である。

礎石は自然石をそのまま用いる場合柱底を石の曲面に合わせて削る「ひかりつけ」という技法を用いて

柱と磁石のずれを防ぐ。また上面の柱当りを平らに加工した礎石や枘を造り出したり逆枘欠きを穿った

礎石水抜き溝などがある搭の心礎は地下に据えられ礎石の一種である。



木造耐震ﾈｯﾄﾜｰｸ知多勉強会資料



数値を記入すると

偏芯率が表示される



伝統伝統伝統伝統工法改修事例工法改修事例工法改修事例工法改修事例

①①①①独立柱の玉石基礎独立柱の玉石基礎独立柱の玉石基礎独立柱の玉石基礎 補強補強補強補強（（（（根巻足固め根巻足固め根巻足固め根巻足固め））））

玉石に乗っている独立基礎のコンクリート根巻をする玉石に乗っている独立基礎のコンクリート根巻をする玉石に乗っている独立基礎のコンクリート根巻をする玉石に乗っている独立基礎のコンクリート根巻をする。

ホールダウンホールダウンホールダウンホールダウン金物金物金物金物を入れ独立柱を固定させるを入れ独立柱を固定させるを入れ独立柱を固定させるを入れ独立柱を固定させる。。。。



独立基礎の根巻独立基礎の根巻独立基礎の根巻独立基礎の根巻

独立布基礎の新設独立布基礎の新設独立布基礎の新設独立布基礎の新設



独立布基礎独立布基礎独立布基礎独立布基礎



独立布基礎独立布基礎独立布基礎独立布基礎



独立布基礎独立布基礎独立布基礎独立布基礎



独立布基礎・独立柱独立布基礎・独立柱独立布基礎・独立柱独立布基礎・独立柱



独立布基礎・独立柱独立布基礎・独立柱独立布基礎・独立柱独立布基礎・独立柱



独立布基礎・独立柱独立布基礎・独立柱独立布基礎・独立柱独立布基礎・独立柱



独立布基礎・独立柱独立布基礎・独立柱独立布基礎・独立柱独立布基礎・独立柱



伝統伝統伝統伝統工法改修事例工法改修事例工法改修事例工法改修事例

②②②②独立柱に土台を新設し床梁と２重にする独立柱に土台を新設し床梁と２重にする独立柱に土台を新設し床梁と２重にする独立柱に土台を新設し床梁と２重にする。。。。

（寺・神社の足回りのマネです）

土台を設置するための独立布基礎を新設土台を設置するための独立布基礎を新設土台を設置するための独立布基礎を新設土台を設置するための独立布基礎を新設。。。。

アンカーボルト金物アンカーボルト金物アンカーボルト金物アンカーボルト金物を設置を設置を設置を設置。。。。

独立独立独立独立基礎との基礎との基礎との基礎との高さ調整は独立柱に添え木を入れ調整高さ調整は独立柱に添え木を入れ調整高さ調整は独立柱に添え木を入れ調整高さ調整は独立柱に添え木を入れ調整。。。。

３尺ごとに土台と床梁に束を立て金物補強３尺ごとに土台と床梁に束を立て金物補強３尺ごとに土台と床梁に束を立て金物補強３尺ごとに土台と床梁に束を立て金物補強。。。。

土台と床土台と床土台と床土台と床梁との間にトラスを組み込めばさらに安定する梁との間にトラスを組み込めばさらに安定する梁との間にトラスを組み込めばさらに安定する梁との間にトラスを組み込めばさらに安定する

と思いますと思いますと思いますと思います。。。。



引き合い

ボルト

金物固定

丸石基礎

コンクリート巻き

独立布基礎

トラス組

引き合い

ボルト

土台・床梁を

ボルト固定



• 独立基礎・新設土台・床梁で独立柱を
固定

• 土台・独立柱・土台を引き合い
ボルトで固定

• ３尺毎に束を入れトラスを安定させる
• 調整用の補助材を独立柱に設置
• 全て金物にて固定



独立柱の束石は高さが全て違うので

独立布基礎の高さを調整すると

良いでしょう。

その為独立柱に添え木の補助材を入
れると工事がやり易くなります。



独立布基礎・独立柱の金物独立布基礎・独立柱の金物独立布基礎・独立柱の金物独立布基礎・独立柱の金物



独立布基礎・独立柱の金物独立布基礎・独立柱の金物独立布基礎・独立柱の金物独立布基礎・独立柱の金物



独立布基礎・独立柱の金物独立布基礎・独立柱の金物独立布基礎・独立柱の金物独立布基礎・独立柱の金物



伝統工法伝統工法伝統工法伝統工法 曳家曳家曳家曳家施工施工施工施工

予算をかけ予算をかけ予算をかけ予算をかけ大規模なリフォームがしたい方に薦めたい工法。大規模なリフォームがしたい方に薦めたい工法。大規模なリフォームがしたい方に薦めたい工法。大規模なリフォームがしたい方に薦めたい工法。

• 曳家で基礎を高く、土台の取替
（鋼管仕様がお勧め・基礎幅がコンクリート打ち込み量が倍ぐらいかかります）

• 曳家で配置移動及び土台の取替、ベタ基礎による基礎補強
（基礎・土台・柱設置が難しい・枘金物を使用すると便利です）

• 外周の磁石についての施工は市町村の考えの違いがあると思いますので
打ち合わせして下さい。

飛鳥時代から改良された工法で有り安定した基礎と思われます。ケミカルアンカー

で穴あけする場合ドリルの刃が焼けてしまいます、その分予算を取るか、
基礎を抱かせて新設するか考慮要してください。

古民家再生古民家再生古民家再生古民家再生

①既設の間取りにこだわらず住み易くしたい方

②骨組みを表し店舗のようにしたい方

伝統伝統伝統伝統工法工法工法工法改修改修改修改修 曳家曳家曳家曳家事例事例事例事例



曳家による建物移動曳家による建物移動曳家による建物移動曳家による建物移動



曳家による建物移動曳家による建物移動曳家による建物移動曳家による建物移動



曳家による建物移動曳家による建物移動曳家による建物移動曳家による建物移動



曳家・鋼管で基礎高ＵＰ曳家・鋼管で基礎高ＵＰ曳家・鋼管で基礎高ＵＰ曳家・鋼管で基礎高ＵＰ



曳家・鋼管で基礎高ＵＰ曳家・鋼管で基礎高ＵＰ曳家・鋼管で基礎高ＵＰ曳家・鋼管で基礎高ＵＰ



曳家・基礎幅曳家・基礎幅曳家・基礎幅曳家・基礎幅 ＵＰＵＰＵＰＵＰ



枘枘枘枘金物による柱補強金物による柱補強金物による柱補強金物による柱補強



枘枘枘枘金物による柱補強金物による柱補強金物による柱補強金物による柱補強





完了完了完了完了特徴特徴特徴特徴

古民家を安価に耐震改修する場合古民家を安価に耐震改修する場合古民家を安価に耐震改修する場合古民家を安価に耐震改修する場合

• 独立柱の足固めのみ補強壁の配置は２,３箇所補強すれば出来ると思います。

• 束石はコンクリートの根巻（ＨＤ金物を同時に入れる）

• 足回り土台の布基礎は１㍍以上の長さにするように配置。

• 土台と床梁に束を立て補強金物を施工

• 予算があれば土台と床梁にトラスを施工すれば強固な床梁となり独立柱が安定する。

• 床下にべた基礎を施工すればさらに基礎が安定します。

• 磁石についての施工は市町村の考えの違いがあると思いますが飛鳥時代から改良された工法

• で有り安定した基礎と思われます。ただしケミカルアンカーで穴あけする場合ドリルの刃が焼けて

• しまいます、その分予算を取るか、基礎を抱かせて新設するか考慮要。

伝統工法で古民家の耐震再生伝統工法で古民家の耐震再生伝統工法で古民家の耐震再生伝統工法で古民家の耐震再生

① 耐震補強のみで良い方。

② 耐震補強をし、リフォームをしたい方。

③ 先祖から相続し初めて自分の資金を使い改修をしたい方。

の ３通りあります、それぞれの予算に合わせてください。

※ 木造耐震ネットﾜﾜｰｸ知多の勉強会の工法を使用、相見積しましたが大手の建築会社の 1/2～1/3 で十分利益か出ました。

（耐震事例コンペ 伝統工法で最優秀賞１回、優秀賞２回受賞しました）


